
 評価シート（年度評価） 

 

    名古屋市青少年文化センターの管理運営状況 

     

 

１ 基本情報                  ＜所管局:観光文化交流局＞ 

指定管理者 名古屋市文化振興事業団・日本管財グループ 

主な業務内容 名古屋市青少年文化センターの管理 

評価対象期間 令和 5年 4月～令和 6 年 3月 指定管理期間 平成 30 年 4 月～令和 7年 3 月 
 

２ 評価結果 

評価項目 
評価 
区分 特記事項 

１ 

施
設
利
用 

(1)法令等の遵守 法令等を遵守しているか。 〇 
 

(2)利用料金 利用料金は適切に管理されているか。 〇 

２ 

職
員
体
制 

(1)職員体制 職員の配置等体制及び研修が適切に保たれているか。 〇 

 

３ 

維
持
管
理 

(1)施設の維持管理 建物･設備が適切に維持管理されているか。 〇  

(2)舞台設備の維持管理 舞台設備が適切に維持管理されているか。 〇 

(3)再委託業務 再委託した業務が適正に履行されているか。 〇 

(4)備品等物品の管理 備品等物品が適切に管理されているか。 〇 

４ 

サ
ー
ビ
ス 

(1)利用実績 当初の計画通りの利用実績が達成されているか。 ― ・天井等落下防止対

策工事のため１年

間の休館 (2)事業計画実施状況 提案した計画通り実施されているか。 〇 

(3)提案事業  提案した計画通り実施されているか。 〇 

(4)広報･ＰＲの実施 各種媒体による情報提供が適切に実施されているか。 〇 

(5)利用者満足度・苦情・ 

要望の把握・対応 

利用者の満足度、苦情・要望を受けて、迅速に対応でき

ているか。 
〇 

５ 

経
費 

(1)執行状況 経費が適切に管理されているか。 〇  

 

 【総合評価】 

所管局のコメント・特記事項等 

令和５年度は天井等落下防止対策工事のため、ホールを含む施設の一部は利用を

休止していたが、地域の福祉施設等に経験の浅い若手アーティストを派遣し、若手

アーティストの育成を図るとともに、パフォーマンスに触れる機会の少ない施設利

用者へのアウトリーチ事業を新たに行った点が評価できる。 

なお、利用実績については、ホールが工事休館していたため評価を実施すること

が困難であることから、評価しないものとする。 



施設の現状

青少年文化センター

※支出のうち「その他」欄は、経常修繕費等を記載
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 評価シート（指定期間を通じた評価） 

 

    名古屋市青少年文化センターにおける指定管理者の管理運営実績 

  

１ 基本情報               ＜所管局：観光文化交流局＞ 

指定管理者 公益財団法人名古屋市文化振興事業団 

主な業務内容 名古屋市青少年文化センターの管理 

評価対象期間 平成30年 4月～令和6年 3月 指定管理期間 平成30年 4月～令和7年 3月 

     

２ 管理運営状況（評価結果の推移） 

評価項目 評価区分 特記事項 

 
平

成

30

年

度 

令

和

元

年

度 

令

和

２

年

度 

令

和

３

年

度 

令

和

４

年

度 

令

和

５

年

度 

 

１施設利用        

 (1)法令等の順守 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 

(2)利用料金 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 ２職員体制       

  (1)職員体制 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

３維持管理            

 (1) 施設の維持管理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

(2)再委託業務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

(3)備品等物品の管理 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 

４サービス           
・ホール利用率 96.5％で、対計画値比

4.2 ポイント増(H30) 

 

・ホール利用率 96.5％（1 月末時点）

で、対計画値比 4.2 ポイント増(R1) 

 

・科学館と連携してミュージックショ

ーを開催し、全国にアピールできる事

業を実施した(R1) 

 

・割引制度を案内し、制度利用件数は

年間目標の 3倍以上となった。(R2) 

 

・天井脱落対策工事のため休館。（R5） 

 

 (1)利用実績 ◎ ◎ ― ― ― ― 

(2) 事業計画実施状

況 
○ 〇 ◎ 〇 ○ ○ 

(3) 提案事業 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ 

(4)広報･ＰＲの実施 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ 

(5) 利用者満足度・苦

情・要望の把握・

対応 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

５経費            

 (1)執行状況 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 



 

  

年度ごとの総合評価（所管局のコメント・特記事項等） 

平成 30 

年度 

ホールの利用キャンセルがあった際に、新たな利用獲得のため興行会社等へ

積極的に営業活動を行うとともに、直前の練習利用の受け入れや、利用者から

の要望に基づき休館日の利用受付を行った。この結果、ホール利用率は96.5％

と計画値・前年度実績値ともに上回った。 

 運営面では、「７ｔｈカフェ」のリニューアルの実施、小修繕による施設環

境の整備などを行い、利用者サービスの向上に積極的に取り組んだ。 

3 年目となる「アートピア・ウインドアンサンブル・アカデミー」では、過

去の応募状況を分析し、効果的な広報を行うことで、新規受講生の獲得に繋げ

ることができた。 

令和元 

年度 

利用率向上のため、競合受付後にホールの空き日一覧を作成し、興行会

社へ定期的に FAX で案内する等の営業活動を行った結果、新型コロナウイ

ルス感染症の影響を受ける前の 1月末時点でのホール利用率は 96.5％と前

年度に引き続き非常に高い利用率を維持した。 

 施設事業では、名古屋市科学館と連携してイギリスの伝説的ロックバン

ド「QUEEN」をテーマにしたミュージックショーを開催した。チケット発売

前から注目を集め、全国から問い合わせが多数あった。チケットは発売開

始日に完売し、2日間で 700 名超の来場者があった。この事業により青少年

文化センターを全国の幅広い層にアピールすることができた。 

令和２ 

年度 

 緊急事態宣言発出等に伴い利用条件が変更になった際に、全利用者に連

絡をとり利用方法を説明したり、新型コロナウイルス感染症への対応を検

討するための舞台の下見や打ち合わせで親身に対応するなど、利用者が安

心して施設を利用できるよう努めた結果、高い利用者満足度調査を得た。 

施設事業では、中止となった鑑賞型事業に代えて「アゲンストコロナ公演」

を実施し、実演家や舞台関係者の活動を支援するとともに、市民に鑑賞の

機会を提供し、地域の文化振興に寄与した。 

なお、利用実績については、感染症の影響により評価を実施することが

困難であるため、評価しないものとする。 

令和３ 

年度 

 新型コロナウイルス感染症の影響を受けて、第 2 音楽練習室以外の施設

では利用率の目標値を達成することができなかったが、キャンセルとなっ

た利用可能枠を積極的に周知して利用率の向上に努めたほか、利用が比較

的少ない時期を使って、室名表示や視覚障害者向けの点字表示をよりわか

りやすいものに更新した。施設事業では、若手アーティスト向けのセルフ

マネジメント講座と併せて発表の機会を設けることで、文化芸術活動の創

造・発信を担う青少年の育成に尽力した。 



 

  

なお、利用実績については、感染症の影響により評価を実施することが

困難であるため、評価しないものとする。 

令和４ 

年度 

公演プロデュース実践講座について、芸術分野や劇場に関心のある青少

年に、照明や音響といった劇場に関する講座だけでなく、ワークショップ

など実践型の講座を受講する機会を提供することで、劇場の仕事や文化芸

術活動にかかわる人材育成に貢献した。 

なお、利用実績については、感染症の影響により評価を実施することが

困難であるため、評価しないものとする。 

令和５ 

年度 

令和５年度は天井脱落対策工事のため、ホールを含む施設の一部は利用

を休止していたが、地域の福祉施設等に経験の浅い若手アーティストを派

遣し、若手アーティストの育成を図るとともに、パフォーマンスに触れる

機会の少ない施設利用者へのアウトリーチ事業を新たに行った点が評価で

きる。 

なお、利用実績については、ホールが工事休館していたため評価を実施

することが困難であることから、評価しないものとする。 

 

３ 利用状況等 

具体的な取組みや成果等 

 ホールの利用キャンセルがあった際には、興行会社等に利用可能となった枠を積極的

に周知して利用促進に努めた。新型コロナウイルス感染症の影響を受ける以前の平成 30

年度及び令和元年度（1月末）の施設利用率は、2 年連続 96.5%と高い利用率を維持した

点が評価できる。 

 

４ 収支状況等 

具体的な取組みや成果等 

効率的な施設運営に努め、概ね計画通りの収支率を達成した。 

 

   ５ 利用者の意見や満足度等 

利用者の意見や満足度等の内容・推移 

指定管理者として組織全体で接遇研修を積極的に行い、利用者目線の管理を行うなど

サービス面の強化を図り、利用者満足度調査では概ね「満足」の回答を得た。 

 

 

 



 

  

   ６ 総合評価 

所管局のコメント・特記事項等 

施設事業では、若い世代向けにセルフマネジメントや舞台照明・音響に関する講座を

開講するのに併せ、アウトリーチ事業等を実施することで発表の機会を提供しており、

今後の文化芸術を担っていく若い世代の育成に注力している点が評価できる。 

また、視覚障害者に向けて室名表示や視覚障害者向けの点字表示をよりわかりやすい

ものに更新する等、利用者に寄り添った対応が評価できる。 

 


